
ち
、
住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

方
、
⑤
新
規
65
歳
以
上
の
方
（
た

だ
し
64
歳
ま
で
に
右
記
の
等
級
の

手
帳
を
取
得
し
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
方
は
対
象
に
な
り
ま

す
。
①
都
内
に
住
所
を
有
す
る
こ

と
が
な
か
っ
た
方
、
②
生
活
保
護

を
受
け
て
い
た
方
、
③
児
童
福
祉

法
ま
た
は
知
的
障
害
者
福
祉
法
に

よ
る
施
設
に
入
所
し
て
い
た
た

め
、

受
給
者
証
の
申
請
を
す
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
方
）。

e

地
域
福
祉
課
1
内
線
２
６

１
８

新
し
い
　
受
給
者
証
を

郵
送
し
ま
す

現
在
お
持
ち
の
心
身
障
害
者
医

療
費
助
成
制
度
（

）
受
給
者
証

の
有
効
期
限
は
８
月
31
日
d

で

す
。
所
得
審
査
を
行
い
、
引
き
続

き
対
象
と
な
る
方
に
は
８
月
中
に

新
し
い
受
給
者
証
を
郵
送
し
ま

す
。
な
お
、
平
成
17
年
１
月
２
日

以
降
に
三
鷹
市
に
転
入
し
た
方

は
、
１
月
１
日
時
点
で
住
所
の
あ

っ
た
市
区
町
村
で
平
成
17
年
度
の

住
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

（
平
成
16
年
中
の
所
得
お
よ
び
控

除
が
す
べ
て
わ
か
る
も
の
）
を
取

得
し
、
地
域
福
祉
課
（
市
役
所
１

階
⑭
番
窓
口
）
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

（

）都内
に
住
所
の
あ
る
身
体
障
害

者
手
帳
１
、
２
級
（
内
部
障
が
い

３
級
を
含
む
）、
愛
の
手
帳
１
、

２
度
の
方
を
対
象
に
、
健
康
保
険

で
受
診
し
た
医
療
費
の
自
己
負
担

分
か
ら
一
部
負
担
（
表
①
）
を
差

し
引
い
た
額
を

助
成
す
る
制
度

で
す
。
た
だ
し

所
得
制
限
が
あ

り
ま
す（
表
②
。

20
歳
以
上
の
方

は
本
人
所
得
、

20
歳
未
満
の
方

は
世
帯
主
な
ど

の
所
得
を
対

象
。
各
種
控
除

が
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま

す
）。
ま
た
、

次
の
い
ず
れ
か

の
方
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

①
生
活
保
護
受

給
者
、
②
健
康

保
険
未
加
入

者
、
③
児
童
福

祉
法
ま
た
は
知

的
障
害
者
福
祉

法
に
よ
る
施
設

入
所
者
、
④
老

人
保
健
医
療
受

給
者
証
を
持

福祉
市役所代表電話10422-45-1151
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市
内
在
住
の
70
歳
以
上
で
三
鷹

市
が
契
約
す
る
施
設
を
利
用
す
る

方
に
、
年
度
（
４
月
〜
翌
年
３
月
）

に
１
回
、
宿
泊
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。
な
お
、
介
護
保
険
の
要

介
護
１
〜
５
の
認
定
を
受
け
て
い

る
方
は
、
同
行
す
る
介
護
者
も
助

成
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
利
用
で
き
る
施
設

市
民
保
養

所
「
箱
根
み
た
か
荘
」「
川
上
郷

自
然
の
村
」、
指
定
契
約
旅
館

（
下
表
）。

◆
助
成
額

３
千
円

▼
「
箱
根
み
た
か
荘
」「
川
上
郷

自
然
の
村
」
は
市
民
課
（
市
役
所

１
階
②
番
窓
口
）
で
料
金
の
支
払

時
に
、
そ
の
ほ
か
の
旅
館
は
予
約

後
、
宿
泊
の
10
日
前
ま
で
に
高
齢

者
支
援
室
（
市
役
所
１
階
⑬
番
窓

口
）
で
助
成
の
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。
い
ず
れ
も
印
鑑
が
必
要
で

す
。※

宿
泊
後
に
助
成
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
必
ず
宿
泊
前

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２

６
２
７

介
護
保
険

介
護
保
険
料
の
個
別
軽
減
制

度市で
は
、
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
方
に
、
介
護
保
険
料

の
個
別
軽
減
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

◆
要
件

65
歳
以
上
で
、
①
介
護

保
険
料
の
区
分
が
第
１
段
階
ま
た

は
第
２
段
階
で
、

生
活
保
護
を
受

け
て
い
な
い
。

②
平
成
16
年
中

の
収
入
が
単
身

世
帯
で
150
万
円

（
第
１
段
階
者
は

75
万
円
）
以
下

（
世
帯
員
が
１
人

増
す
ご
と
に
50

万
円
加
算
し
た

金
額
に
な
り
ま

す
。
な
お
収
入
に
は
、
遺
族
年
金

や
障
害
年
金
な
ど
の
非
課
税
収
入

や
仕
送
り
も
含
め
、
世
帯
全
員
の

収
入
が
対
象
と
な
り
ま
す
）。
③

自
己
の
居
住
用
を
除
き
、
処
分
可

能
な
不
動
産
を
持
た
な
い
。
④
150

万
円
（
２
人
以
上
の
世
帯
は
300
万

円
）
を
超
え
る
預
貯
金
な
ど
の
資

産
を
持
た
な
い
。
⑤
住
民
税
が
課

税
さ
れ
て
い
る
人
の
扶
養
を
受
け

て
い
な
い
。

◆
軽
減
内
容

上
表
の
と
お
り

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

①
平
成

17
年
度
の
介
護
保
険
料
通
知
書
、

②
平
成
16
年
中
の
本
人
と
世
帯
全

員
の
収
入
が
分
か
る
も
の
（
年
金

の
支
払
通
知
書
な
ど
）、
③
本
人

と
世
帯
全
員
の
預
貯
金
通
帳
ま
た

は
そ
の
写
し
、
④
認
め
印
。

▼
９
月
30
日
f

ま
で
の
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
30
分
（
正
午
〜
午

後
１
時
を
除
く
）、
高
齢
者
支
援

室
（
市
役
所
１
階
K
番
窓
口
）
で

申
請
書
類
を
記
入
し
、申
し
込
む
。

市
役
所
に
こ
ら
れ
な
い
方
は
高
齢

者
支
援
室
1
内
線
２
６
８
７
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
特
別
徴
収
開
始

通
知
書
を
送
り
ま
す

介
護
保
険
料
が
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
差
し
引
き
）と
な
る
方
へ
、

10
月
・
12
月
・
平
成
18
年
２
月
の

徴
収
額
な
ど
を
お
知
ら
せ
す
る

「
介
護
保
険
料
特
別
徴
収
開
始
通

知
書
（
本
徴
収
）」
を
８
月
12
日

f
に
発
送
し
ま
す
。

対
象
は
４
月
１
日
現
在
、
老

齢
・
退
職
を
事
由
と
す
る
年
額
18

万
円
以
上
の
年
金
を
受
給
し
て
い

る
65
歳
以
上
の
方
で
す
。
複
数
の

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
１

つ
の
年
金
か
ら
差
し
引
き
徴
収
さ

れ
ま
す
。

受
給
す
る
年
金
の
合
計
額
が
18

万
円
以
上
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
年

額
18
万
円
に
満
た
な
い
方
や
、
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
な
ど
の
み
受

給
の
方
は
特
別
徴
収
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
今
年
度
65
歳

に
な
る
方
、
他
の
区
市
町
村
か
ら

転
入
し
た
方
、
所
得
段
階
が
変
更

に
な
っ
た
方
、
４
月
１
日
時
点
で

年
金
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
方
な

ど
は
、
今
年
度
は
特
別
徴
収
の
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
方

は
、
保
険
料
を
納
入
通
知
書
で
直

接
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
平
成
18
年
４
月
の
保
険

料
徴
収
額
は
２
月
と
同
額
と
な
り

ま
す
。

e

高
齢
者
支
援
室
1
内
線
２

６
８
７こ

も
れ
び
　
ほ
っ
と
・
サ
ー

ク
ル
「
Ｓ
・
カ
フ
ェ
で
お
し

ゃ
べ
り
を
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
も
れ
び
で
は
、

市
と
の
協
働
で
お
お
む
ね
65
歳
以

上
の
高
齢
者
の
方
と
一
緒
に
毎
月

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。
Ｓ
・
カ
フ
ェ
は
毎
月
第
２
金

曜
日
の
午
後
、
お
茶
と
お
菓
子
と

お
し
ゃ
べ
り
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
す
。

▽
８
月
12
日
f

午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
、
ス
ペ
ー
ス
Ｓ
（
下

連
雀
一
丁
目
）
で
。
参
加
費
300
円
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。
お
好
き

な
時
間
に
ど
う
ぞ
。

e

こ
も
れ
び
事
務
局
1
42
―

４
４
６
９
・
高
齢
者
支
援
室
1

内
線
２
６
２
４

所 在 地 施　設　名 電話番号
伊香保（群馬） ホテル銀水 0279-72-3711
御坂（山梨） トロンの湯 055-263-1131
石和（山梨） ホテル平安 055-263-5811
〃 石和簡保保養センター 055-262-3755
戸倉（長野） 笹屋ホテル 026-275-0338

湯河原（神奈川）青巒荘
03-3412-8761
0465-63-3111

箱根（神奈川） 箱根湯本ホテル
03-3262-3587
0460-5-8800

真鶴（神奈川） 一望閣 0465-68-1251

熱海（静岡） 西熱海ホテル
03-3526-3755
0557-81-1111

焼津（静岡） ホテルアンビア松風閣
03-3851-2711
054-628-3131

熱川（静岡） 熱川グランドホテル 0557-23-2121
河津（静岡） 七滝温泉ホテル 0558-35-7311

天城（静岡） 旅館　月ヶ瀬
03-3371-7110
0558-85-0230

土肥（静岡） 桂川シーサイドホテル 0558-98-1115
青梅（東京） 青梅簡保保養センター 0428-23-1171
箱根（神奈川） 箱根みたか荘 0422-45-1151
川上村（長野） 川上郷自然の村 0422-45-1151

段　階 前年収入額 軽　減　後
第1段階 175万円以下 第1段階の半額
第2段階 150万円以下 第1段階と同額
第2段階 175万円以下 第1段階の半額

一部負担金（表①）
区　　分 住民税が課税されている方 住民税が非課税の方

外来のみの場合　医療費の１割　月額上限12,000円 一部負担はありません

入院を含む場合
医療費の１割　月額上限40,200円 食事療養費標準負担額１日780円
食事療養費標準負担額１日780円 軽減措置あり（医療保険への申請が必要）

「 」所得制限基準額（表②）
（平成17年９月１日～平成18年８月31日）

扶養家族数 所　得　額
０人 3,604,000円
１人 3,984,000円
２人 4,364,000円
３人 4,744,000円
４人 5,124,000円
５人 5,504,000円

耳
の
聞
こ
え
な
い
人
、
と
い
っ
て
も
い
ろ
い
ろ

で
す
。
生
ま
れ
つ
き
耳
の
障
が
い
で
ま
っ
た
く
聞

こ
え
な
い
人
（
聾
）、
聞
こ
え
に
く
い
人
（
難
聴
）、

事
故
や
病
気
で
聞
こ
え
な
く
な
っ
た
人
（
中
途
失

聴
）、
ま
た
老
人
性
難
聴
と
い
っ
て
年
を
と
る
と
聞

こ
え
に
く
く
な
り
ま
す
。

昭
和
10
年
、
神
奈
川
県
生
ま
れ
の
Ａ
さ
ん
と
親

子
の
よ
う
な
40
代
の
三
鷹
生
ま
れ
の
Ｂ
さ
ん
、
二

人
は
共
に
生
ま
れ
つ
き
耳
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
二

人
と
も
小
さ
い
こ
ろ
は
聞
こ
え
な
い
と
い
う
こ
と

自
体
が
分
か
ら
ず
、
み
ん
な
と
一
緒
だ
と
思
い
、

周
り
の
子
ど
も
と
遊
ん
で
い
た
そ
う
で
す
。

◆
地
域
か
ら
離
れ
訓
練
の
日
々

昭
和
16
年
、
神
奈
川
県
立
平
塚
聾
学
校
初
等
部

に
入
学
し
た
Ａ
さ
ん
は
近
所
の
友
達
と
別
れ
寄
宿

舎
に
。
ま
ず
声
を
出
す
訓
練
で
し
た
。
毎
日
、
先

生
の
喉
を
押
さ
え
声
の
出
し
方
を
知
り
、
鏡
に
口

を
映
し
て
声
を
出
す
練
習
を
し
ま
し
た
。
難
し
く

て
覚
え
る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。
戦
争
中
、

Ｂ
29
の
空
襲
が
あ
っ
た
と
き
、
サ
イ
レ
ン
の
聞
こ

え
な
い
Ａ
さ
ん
に
盲
の
生
徒
が
肩
を
た
た
い
て
教

え
て
く
れ
た
そ
う
で
す
。

Ｂ
さ
ん
が
聞
こ
え
な
い
こ
と
に
両
親
が
気
づ
い

た
の
は
２
歳
こ
ろ
。
名
前
を
呼
ん
で
も
前
に
向
け

な
い
、
笑
う
声
が
出
な
い
。
病
院
へ
通
い
、
４
歳

の
こ
ろ
に
聾
学
校
の
幼
稚
部
へ
通
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
母
と
立
川
の
学
校
に
通
い
一
緒
に
学
ぶ
。

発
声
練
習
が
中
心
で
、
相
手
の
身
体
を
触
っ
て
覚

え
ま
し
た
。

聞こえない、
に
向き合って最終回

初
等
部
に
入
り
一
人
で
通
う
よ
う
に
な
っ
て
困

っ
た
の
は
友
だ
ち
と
の
身
振
り
で
の
お
し
ゃ
べ
り
。

ま
だ
障
が
い
者
へ
の
差
別
が
多
か
っ
た
時
代
で
、

じ
ろ
じ
ろ
見
ら
れ
た
り
「
つ
ん
ぼ
」
と
言
わ
れ
る

の
で
お
し
ゃ
べ
り
も
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

◆
子
育
て
の
苦
労

昭
和
28
年
に
卒
業
し
た
Ａ
さ
ん
は
洋
裁
を
学
び

テ
ー
ラ
ー
に
勤
務
。
そ
の
後
、
結
婚
し
三
鷹
に
。

Ｂ
さ
ん
も
高
等
部
の
あ
と
専
攻
科
で
和
裁
を
学
び
、

や
が
て
結
婚
。
い
ず
れ
に
し
て
も
技
術
を
身
に
つ

け
る
、
は
障
が
い
克
服
の
一
つ
の
セ
オ
リ
ー
で
す
。

苦
労
は
？
　
の
質
問
に
二
人
が
ま
ず
挙
げ
た
の

が
子
育
て
で
す
。

夜
泣
き
し
て
も
分
か
ら
な
い
。
主
人
の
母
が
電

灯
を
つ
け
て
教
え
て
く
れ
、
そ
れ
で
オ
ム
ツ
を
替

え
た
り
し
た
。
幼
稚
園
の
入
園
式
や
小
学
校
の
個

人
面
談
は
す
べ
て
筆
談
。
時
間
が
か
か
る
の
で
い

つ
も
最
後
だ
っ
た
、
と
い
う
の
は
Ａ
さ
ん
。

Ｂ
さ
ん
も
子
ど
も
の
夜
泣
き
に
は
苦
労
。
で
も
、

今
で
は
技
術
の
進
歩
に
よ
り
声
に
反
応
し
て
振
動

す
る
枕
が
あ
り
、
福
祉
制
度
の
充
実
に
よ
り
日
常

生
活
用
具
と
し
て
申
請
す
れ
ば
使
え
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
息
子
さ
ん
の
看
病
で
病
院
に
泊
ま
っ
た

と
き
、
お
知
ら
せ
シ
ス
テ
ム
が
持
ち
込
み
禁
止
で
、

夜
間
、
息
子
の
泣
き
声
が
聞
こ
え
な
く
て
困
り
ま

し
た
。
幸
い
隣
の
患
者
さ
ん
が
起
こ
し
て
く
れ
た

そ
う
で
す
が
。

◆
暮
ら
し
の
情
報
が
伝
わ
ら
な
い

暮
ら
し
の
中
で
耳
か
ら
得
る
情
報
は
た
く
さ
ん

あ
り
ま
す
。
病
院
の
待
合
室
で
名
前
を
呼
ば
れ
て

も
分
か
ら
な
い
。
電
車
の
中
で
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
知

ら
ず
乗
り
越
し
て
し
ま
う
。
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て
、

ど
こ
ま
で
？
と
聞
か
れ
て
分
か
ら
ず
、
変
な
人
と

思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
答
え
な
い
た
め
、
無
視
さ

れ
た
と
怒
る
人
も
い
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
と

き
は
避
難
所
の
放
送
が
聞
こ
え
ず
食
べ
物
の
配
給

も
分
か
ら
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
困
る
こ
と
は
、
障
が
い

が
一
見
し
て
分
か
ら
な
い
こ
と
が
原
因
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
た
聞
こ
え
な
い

人
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
た
め
筆
談
ボ
ー
ド
を
置
く

だ
け
で
も
随
分
と
役
立
つ
で
し
ょ
う
。

聞
こ
え
な
い
、
に
い
つ
も
神
経
を
使
っ
て
生
き

て
い
る
。
聞
こ
え
な
い
、
を
意
識
し
な
い
で
生
活

で
き
た
ら
い
い
な
。
皆
さ
ん
も
聞
こ
え
な
い
と
知

っ
て
逃
げ
腰
に
な
る
の
で
な
く
、
身
振
り
手
振
り

遠
慮
し
な
い
で
、
踏
み
込
ん
で
き
て
ほ
し
い
。
そ

う
だ
と
う
れ
し
い
な
。
Ａ
さ
ん
、
Ｂ
さ
ん
の
気
持

ち
で
す
。

（
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
推
進
委
員
会
）

※
市
内
の
聴
覚
障
が
い
の
あ
る
方
は
338
人
。
内
訳
は
18
歳
未

満
19
人
、
18
歳
以
上
319
人
。（
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
）

本
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
、
ご
意
見
、
ご
感
想
を

「
〒
181
―
８
５
５
５
三
鷹
市
役
所
地
域
福
祉
課
」
・

5
47
―
９
５
７
７
・

chiiki@
city.m

itaka.
tokyo.jp

へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
保
養
宿
泊
費
を
助
成
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障

障
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